
な状況が考えられた．ラップアップ・タイムItIのサー  

バの数を状態とするマルコフ型サービス過程を持つモ  

デルを考えることによって，呼の待ち畔聞の解析法が  

小された．  

師畔針一（群馬大学）   

複数サーバを持つ待ち寺∫一列系において， サーバが－月h一・  

つの呼のサービスを終えても，しばらくの問（ラップ  

アlソブ・タイム）は次のサービスを開始できないよう  
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例研究の査．涜を次のノノ々におI細いいたしました．   

ご協力いただきましてありがとうございました．  
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